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新年明けましておめでとうございます。
皆様にはお健やかに新春をお過ごしのこととお慶び
申しあげます。
平素は更生保護活動に何かとご尽力をいただき、厚
く御礼申しあげます。
昨年、一昨年は、新型コロナウイルス感染拡大防止
に明け暮れました。“社会を明るくする運動”をはじ
めとする主要行事は、見直しを余儀なくされました。
予期せぬ孤独や社会的孤立などコロナ禍で浮かび上

がってきた「生きづらさ」という課題は、昨年の“社
会を明るくする運動”のキーコンセプト「♯生きづら
さを、生きていく」につながるものであると思います。
「生きづらさ」は犯罪・非行の背景や更生への道を想
起させるものです。
再犯防止推進法に地方公共団体が再犯防止施策の実
施主体であることが明記されています。その為には、
私達保護司がそれぞれの地域社会に連携することが必
要です。
そして、更生保護制度七十余年の歴史の一端を担う
者としての責務を一層自覚し、「誰一人取り残さない
社会」の実現を目指して、私たちは、この更生保護活
動を継続発展させていかなければなりません。　
皆様には、変わらぬご支援をお願いするとともに、
更生保護活動が益々充実発展することを願い、そして
皆様のご健康とご多幸を祈り新年のご挨拶とさせてい
ただきます。

新年のご挨拶

高槻地区保護司会

会　長 松　　本　　　大
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　友人夫婦が退職後に能勢に移住し里山カフェ＆ギャ
ラリーをオープンしている。車で1時間半ほどかかった
が、日常から抜け出し、無垢の木のぬくもり、畑でと
れた野菜を取り入れた心のこもったランチ等々……。
久しぶりに自然の中でゆっくり流れる時間を過ごし、
非日常の中にいる幸せを感じた。このままコロナが終
息することを願ってやまない。（三）
　緊急事態宣言解除の後、10月に保護司仲間のＹさ
ん、Ｔさんと磐手橋から太閤道の山道を、秋の日差し
を浴びて歩きました。途中で高槻市外のすばらしい眺
望を見て、シイやカシの林を下り若山神社に到着。水
無瀬の桜井史跡公園でゴールイン。乾杯のビールがう
まかったこと。11月は樫田、12月は阿武山へ、参加者
は若干増？（辻）
　緊急事態宣言が解除されると、私の手帳も埋まりは
じめた。近所の観光バスも10台ほど、ずっーと動かず
止まっていたが解除後、一台もなく、通るたびに見る
が一台もない。コロナ禍の中で、かつて経験したこと
のない状態だったが日々の生活を見直す機会ともなっ
た。早く日常がもどることを願って、皆さん、一緒に
頑張りましょう!!（片）
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今年の大会は新型コロナウイルス感染拡大防止の為、参加者が制限され、
高槻地区保護司会からは、松本大会長と梅木市三郎保護司の 2 名の参加
となりました。梅木市三郎保護司が近畿地方更生保護委員会委員長表彰
を代表授与されました。
なお、高槻地区保護司会関係で表彰または感謝状を授与された方は、
次ページのとおりです。

新年明けましておめでとうございます。
高槻地区保護司会の皆様方におかれましては、新春
を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。また、
平素より更生保護活動等を通じた犯罪や非行のない明
るい社会づくりにご尽力いただき、厚く御礼申し上げ
ます。
さて昨年は、長期化する新型コロナウイルス感染症
の流行により、市民生活や社会全体が大きく変化し、
市政運営にも影響が及んだ年でした。そうした中、本
市ではワクチン接種事業をはじめとする感染対策とと

もに、市民の生活支援や市内経済の活性化等の重点施
策を迅速かつ着実に進めてまいりました。
また、コロナ禍にあっては、外出自粛による望まな
い孤独や孤立などによって、人々が「生きづらさ」を
抱えることが憂慮されており、犯罪や非行をした人の
抱える悩みや課題を受け止め、立ち直りに向けた更生
保護等に取り組む貴会の活動は、益々重要となってま
いります。
本市としましても、「第４次地域福祉計画」に新た
に再犯防止推進の視点をもうけ、犯罪や非行をした人
の「やり直せる社会」づくりに向け、貴会をはじめ関
係団体の皆様と連携を図りながら、就労支援や居住支
援など、それぞれが抱える課題に着目した社会復帰支
援に取り組んでまいりますので、一層のご理解ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、高槻地区保護司会の益々のご発展と、皆様
方のご健勝ご多幸を心より祈念申し上げ、新年のご挨
拶とさせていただきます。

新年あけましておめでとうございます。
皆様には、新年をお健やかにお迎えのことと、心か
らお慶び申し上げます。
高槻地区保護司会の皆様におかれましては、日頃か
ら犯罪予防活動や更生保護を通じた青少年の健全育成
など、本町の安全・安心のまちづくりに格別のご貢献
を賜り、厚くお礼を申し上げます。
昨年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が、
皆様の活動にも大きな影響を及ぼしました。例年実施

している“社会を明るくする運動”におきましても、
感染予防の観点から街頭啓発や地域集会を中止し、可
能な範囲での啓発活動という形でご協力いただきまし
たことに、重ねてお礼を申し上げます。
さて、刑法犯の認知件数は、平成15年以降一貫して
減少しており、犯罪情勢は改善の傾向が見られます。
しかし、依然として特殊詐欺やサイバー犯罪の被害が
高水準で推移しています。また、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止対策に関連した給付金などをだ
まし取る詐欺などの犯罪も発生しております。
本町におきましても、引き続き、関係機関・団体の
皆様と連携を深め、犯罪や非行のない明るい地域社会
づくりを進めてまいりますので、一層のお力添えを賜
りますようお願い申し上げます。
結びに、高槻地区保護司会の今後ますますのご発展
並びに皆様のご健勝をお祈り申し上げまして、新年の
ご挨拶といたします。

高槻市長

濱　田　剛　史

島本町長

山　田　紘　平

新年のご挨拶

新年のご挨拶
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と　き　令和3年10月28日（木）
ところ　大阪国際交流センター

大阪更生保護大会

と　き　令和3年11月11日（木）13:30 ～ 15:30
ところ　高槻市民会館南側2F大会議室
テーマ　「事例検討（薬物事犯ついて）」
講　師　大阪保護観察所
　　　　主任保護観察官  西原　実 氏

第三期 定例研修会

令和3年11月11日、高槻市民会館南側大会議室にお
いて開催されました高槻地区保護司会第三期定例研修
会会場に、大阪府健康医療部より岡本智子総括主査、
皆木香織技師が来訪され、高槻地区保護司会の長年の
薬物乱用防止活動に対して、厚生労働省からの感謝状
と萩焼の花入れが授与されました。

受　　賞　　者表　　彰　　名
松田　功次　　　村尾　雅嘉
池田　正興　　　岩城外志雄　　　岩本　育司
梅木市三郎　　　至田　大助　　　當麻　円純
藤岡　良造　　　吉村　光子
池田　　守　　　清野　　学　　　関　　義郎
中井　　宏　　　中原　　武　　　峯森　好美
西畑香葉子
西畑　英明
烏野　正代　　　水眞　龍次
福岡　　章　　　本管　正嗣
株式会社サン・グレイト　代表取締役　寺本計二
株式会社寺内組　代表取締役　寺内正次郎
相見　育子　　　濱崎　　格
坂田　和子

栄誉に輝く仲間 （敬称略）

全国保護司連盟理事長表彰

近畿地方更生保護委員会委員長表彰

近畿地方保護司連盟会長表彰

近畿地方保護司連盟会長感謝状
大阪府知事感謝状
大阪保護観察所長表彰

大阪保護観察所長感謝状

大阪府保護司会連合会会長表彰
大阪府保護司会連合会会長感謝状

（功労保護司）

（功労保護司）

（功労保護司）

（家族功労）

（功労保護司）

（永年保護司）

（功労保護司）

（協力雇用主）

（社明）

（功労保護司）

（家族功労）

会場は約一年ぶりの再会に、笑顔の近況報告等にぎ
やかな交流の輪が広がりました。
研修は、『薬物の過剰摂取が薬物中毒であるが、そ
れを引き起こす原因になるのは孤立である』という内
容でした。マウスを一匹だけケージに入れ、薬物入り
の水と普通の水を与えると、薬物入りの水を好んで飲
み、中毒症状が出ます。一方、複数の雌・雄を広いケー
ジに入れ、同様に 2 種類の水を与えると、普通の水を
飲み薬物中毒のマウスは一匹もいません。この結果は
孤独に耐えられないマウスが薬物に救いを求めている
ことを表しています。
社会に適応できず、孤独や孤立にさいなまれている

人が薬物に救いを求めるとそれが罪に問われます。そ
して、社会復帰の際にはより以上に排除され、孤独感、
孤立感を深めていき、再度薬物に救いを求めることに
なります。
性格や顔つきまで変えてしまい、精神に異常をきた
したりするのは、薬物だけではなく強烈な孤独感や孤
立感も原因となっているということでした。
対象者と接するとき、説教するのではなく寄り添う
ことが大切だと改めて認識させられた研修でした。

薬物乱用
防止活動に感謝状


